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令和５年度 事業計画書 
 

１ 本年度基本方針 

 当連合会は公益財団法人としての社会的立場並びに法令遵守を基本姿勢として、設立の目的

に則り、手工芸に関する調査研究並びに知識・技術の普及及び教育事業を行い、生活文化の向

上に寄与するべく公益目的事業の充実に努めます。 

当連合会は過去 55 年に亘り、手工芸に関わる様々な活動を通じて手工芸の普及と裾野の拡大

に努め実績を残してまいりましたが、昨年度は、過去二年に渡り新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の影響で中止していた創作手工芸展を三年振りに開催し、活動再開の兆しが伺えま

した。令和 5 年度につきましてもコロナ禍の影響に留意しながら、安心・安全な対策を講じつつ手

工芸の魅力を発信する公益活動に取り組んでまいります。 

本年度は公益法人認定後１１年目となりますが、大きな課題である会員の高年齢化や新規加入

者の伸び悩みにより会員数の逓減は改善の兆しが見えておらず、未だ厳しい法人運営を余儀なく

されています。こうした状況を踏まえて事業の活性化・改善に向けて可能な施策の実施に地道に

取り組んでまいります。  

 

定款に定める事業（第４条第１項） 

  １ 手工芸に関する調査研究及びコンサルティング 

  ２ 手工芸に関する研究の奨励及び知識、技術の普及 

  ３ 手工芸に関する研究会、講習会、発表会、展示会等の開催 

  ４ 手工芸に関する研究会等への講師の派遣 

  ５ 手工芸指導者の養成教育及び資格の認定 

  ６ 手工芸作家その他関係者相互の交流促進及び手工芸技術の海外交流 

  ７ 手工芸に関する機関誌、その他資料、出版物の刊行 

  ８ 手工芸作品及び関連物品等の購入及び販売 

  ９ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

事業・組織体系 

 第Ⅰ公益目的事業（教育･育成･出版事業） 

   （１）研究会・講習会・展示会の開催事業 

   （２）指導者の派遣事業 

   （３）資格の認定事業 

   （４）機関誌の編纂・出版事業 

 

 第Ⅱ公益目的事業（展示会･コンクール事業） 

   （１）創作手工芸展等の開催事業 
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２ 事業計画 

Ⅰ 教育・育成・出版事業（第Ⅰ公益目的事業） 

 １．講習会開催事業（定款第４条第１項第３号） 

   手工芸技術の普及啓蒙を目的として、下記の予定で講習会を開催します。 

回 予定年月 テーマ 講 師（注） 

１ 令和５年 ４月 スモック刺繡 松本 志津美 

２ ６月 飾り結び 中嶋 留美子 

３ ７月 アクセサリー 小俣 葉子 

４ ９月 3Ｄデコパージュ 石田 則子 

５ １０月 刺繍 内田 桃子 

６ １１月 Xmas 飾り 佐久間 恭子 

７ １２月 正月飾り 池田 節子 

８ 令和６年 １月 編み物 濱田 昌世 

９ ２月 ポタリー 内藤 恵子 

１０ ３月 カルトナージュ 神山 康子 

    （注）講師の日程確定と理事会承認が未決定のため、仮予定組みしています。また、 

新型コロナウイルス感染症の影響等により開講を中止する場合も想定いたします。 

 

２．指導者の派遣事業（定款第４条第１項第４号） 

   地方公共団体、学校、老人・社会福祉施設、社会文化団体等からの要請に応じて、随時、

会員の中から指導者を派遣し、手工芸の普及・啓蒙活動を行ないます。 

 

３．指導者の育成及び資格認定事業（定款第４条第１項第５号） 

  資格認定基準に基づき審査委員会を結成し、６月に普通科・高等科の各修了証及び講

師・助教授・教授の各免状を授与します。また、１１月に普通科・高等科について後期資格認

定審査を実施致します。 

 

４．機関誌の編集・出版事業（定款第４条第１項第６・７号） 

  手工芸に関する情報の提供及び当法人の諸活動を掲載した機関誌「SOUSAKU」を年１回

１０月に発行し、会員並びに関係者に配布します。また、会員以外にも広く一般に公開するた

め、講習会場や支部・教室等の教育の現場にも置かせていただくほか、ホームページにも一

般公開します。 

 

Ⅱ 展示会・コンクール事業（第Ⅱ公益目的事業） 

① 創作手工芸展の開催事業(定款第４条第１項第３号関係) 

 織る・編む・刺す・縫う・組む・染色・押絵・つまみ細工・木彫・陶芸・ステンドグラス・レザー
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クラフト・フラワー・七宝等の手工芸技術の美術作品を全国から広く公募し、優れた作品を表

彰するとともに入賞作品の展示を行ないます。 

  ｢（公募）第５６回創作手工芸展｣ 

    開催日：令和５年５月２９日(月)～６月４日(日)   

    会 場：東京都美術館 ギャラリーＣ 

    表 彰：優秀作品には奨励の意味をもって各賞を授与 

    その他：ギャラリートークの実施、並びに会期中、チャリティを併催します。 

 

② 海外交流事業（定款第４条第１項第６号関係） 

 創作手工芸展に準ずる付随的事業として、海外で開催される展覧会に出品したり、海外

からの作品紹介等を行う海外交流事業は、本年度はその事業推進のための諸企画・諸研究

を進めることとし、実際の事業展開は次年度以降とします。 

 

③ 新春作品展示チャリティ販売会 

 コロナ禍の影響を勘案して安全が確保された場合、手工芸作家の制作した作品を広く社

会に有効活用し、生活文化を豊かに彩を副えていただくとともに、作家の制作意欲を向上す

る機会とすることを狙いとして、新春作品展示チャリティ販売会を開催します。 

開催日：令和６年１月１３日土曜日（予定） 

趣 旨：会員相互の交流、会員作家の制作作品の展示・チャリティ販売、売上金の一部を 

被災地支援として寄附 

 

Ⅲ 業務部 

①  所管業務 

主要施策として、会員の活動紹介や会員増強に資するコンテンツを積極的にホームペー

ジ上で展開し当連合会の訴求力を高めていくことを志向し、そのための IT 専門家との打合

わせや具体的なホームページの制作・活用等を進め、情報発信力の強化に努めてまいりま

す。 

 

②  会員参加型行事の企画推進 

 現下のウィズコロナの状況を睨みつつ、会員間の交流に資するような行事を企

画・推進することにより、会員相互の一体感の醸成や創作活動への意識を高める

機会の創出等を図ってまいります。 

 

③ 寄附金の継続的募集と会員増員活動 

  寄附金募集を継続的に推進し、また、次世代の若手育成を図るため会員増員活動

を展開し、新規会員の獲得に努めます。 
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Ⅳ 事務局 

 公益法人のコンプライアンス・行動規範に則り、定款及び諸規程に沿った体制維持及び

実践活動に努めるとともに、情報公開による透明性のあるガバナンスの確立を継続的に目指

します。 

 さらに昨年度同様、財務面を強化し無駄を省き事業改善を図り、組織基盤の安定化に

取り組みます。 

 本年９月、これまで使用してきた EPSON 社の公益会計システムの提供終了に伴

い、新たな会計システムの選定・導入を行い、円滑な切り替えを重点として取り組

んでまいります。 

 また、過去に蓄積した情報のデータベース化を推進し、それらを有効活用した業務の効

率的運用に向けてシステム構築・利活用を行い、また、セキュリティ保持の面からデータの危

険分散など、法人事務所のＩＴ化整備を継続的に進めます。 

  ウィズコロナの社会情勢で、会議、打合せ等はオンライン形式を中心に、また、集合形式

をとる場合は安心・安全な対策を講じて計画を実施してまいります。 

 

                                                         以上 


